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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成28年6月16日(2016.6.16)

【公開番号】特開2016-64485(P2016-64485A)
【公開日】平成28年4月28日(2016.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-026
【出願番号】特願2014-195795(P2014-195795)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｂ  27/14     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/34     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｂ   27/14     　　　Ａ
   Ｃ２３Ｃ   16/34     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   16/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月1日(2016.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭化タングステン基超硬合金、炭窒化チタン基サーメットまたは立方晶窒化ホウ素基超
高圧焼結体のいずれかで構成された工具基体の表面に、硬質被覆層が設けられた表面被覆
切削工具において、
（ａ）前記硬質被覆層は、平均層厚１～２０μｍのＴｉとＡｌの複合窒化物または複合炭
窒化物層を少なくとも含み、組成式：（Ｔｉ１－ｘＡｌｘ）（ＣｙＮ１－ｙ）で表した場
合、前記複合窒化物または複合炭窒化物層のＡｌのＴｉとＡｌの合量に占める平均含有割
合ＸａｖｇおよびＣのＣとＮの合量に占める平均含有割合Ｙａｖｇ（但し、Ｘａｖｇ、Ｙ
ａｖｇはいずれも原子比）が、それぞれ、０．６０≦Ｘａｖｇ≦０．９５、０≦Ｙａｖｇ
≦０．００５を満足し、
（ｂ）前記複合窒化物または複合炭窒化物層は、ＮａＣｌ型の面心立方構造を有する複合
窒化物または複合炭窒化物の相を少なくとも含み、
（ｃ）また、前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、電子線後方散乱回折装置を
用いて、複合窒化物または複合炭窒化物層内のＮａＣｌ型の面心立方構造を有する個々の
結晶粒の結晶方位を、前記複合窒化物または複合炭窒化物層の縦断面方向から解析した場
合、工具基体表面の法線方向に対する前記結晶粒の結晶面である｛１１１｝面の法線がな
す傾斜角を測定し、該傾斜角のうち法線方向に対して０～４５度の範囲内にある傾斜角を
０．２５度のピッチ毎に区分して各区分内に存在する度数を集計し傾斜角度数分布を求め
たとき、０～１０度の範囲内の傾斜角区分に最高ピークが存在すると共に、前記０～１０
度の範囲内に存在する度数の合計が、前記傾斜角度数分布における度数全体の４５％以上
の割合を示し、
（ｄ）前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、該層の縦断面方向から観察した場
合に、複合窒化物または複合炭窒化物層内のＮａＣｌ型の面心立方構造を有する個々の結
晶粒の平均粒子幅Ｗが０．１～２．０μｍ、平均アスペクト比Ａが２～１０である柱状組
織を有し、
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（ｅ）また、前記複合窒化物または複合炭窒化物層の前記ＮａＣｌ型の面心立方構造を有
する個々の結晶粒内に、組成式：（Ｔｉ１－ｘＡｌｘ）（ＣｙＮ１－ｙ）におけるＴｉと
Ａｌの周期的な組成変化が該結晶粒の＜００１＞で表される等価の結晶方位のうちの一つ
の方位に沿って存在し、周期的に変化するｘの極大値の平均と極小値の平均の差Δｘが０
．０３～０．２５であることを特徴とする表面被覆切削工具。
【請求項２】
　前記複合窒化物または複合炭窒化物層中のＴｉとＡｌの周期的な組成変化が存在するＮ
ａＣｌ型の面心立方構造を有する結晶粒において、ＴｉとＡｌの周期的な組成変化が該結
晶粒の＜００１＞で表される等価の結晶方位のうちの一つの方位に沿って存在し、その方
位に沿った周期が３～１００ｎｍであり、その方位に直交する面内でのＡｌのＴｉとＡｌ
の合量に占める含有割合ＸＯの変化は０．０１以下であること特徴とする請求項１に記載
の表面被覆切削工具。
【請求項３】
　前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、Ｘ線回折からＮａＣｌ型の面心立方構
造を有する結晶粒の格子定数ａを求め、前記ＮａＣｌ型の面心立方構造を有する結晶粒の
格子定数ａが、立方晶ＴｉＮの格子定数ａＴｉＮと立方晶ＡｌＮの格子定数ａＡｌＮに対
して、０．０５ａＴｉＮ＋０．９５ａＡｌＮ≦ａ≦０．４ａＴｉＮ＋０．６ａＡｌＮの関
係を満たすことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表面被覆切削工具。
【請求項４】
　前記複合窒化物または複合炭窒化物層は、ＮａＣｌ型の面心立方構造を有するＴｉとＡ
ｌの複合窒化物または複合炭窒化物の単相からなることを特徴とする請求項１乃至請求項
３のいずれかに記載の表面被覆切削工具。
【請求項５】
　前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、該層の縦断面方向から観察した場合に
、複合窒化物または複合炭窒化物層内のＮａＣｌ型の面心立方構造を有する個々の結晶粒
からなる柱状組織の粒界部に、六方晶構造を有する微粒結晶粒が存在し、該微粒結晶粒の
存在する面積割合が３０面積％以下であり、該微粒結晶粒の平均粒径Ｒが０．０１～０．
３μｍであることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の表面被覆切削工
具。
【請求項６】
　前記工具基体と前記ＴｉとＡｌの複合窒化物または複合炭窒化物層の間に、Ｔｉの炭化
物層、窒化物層、炭窒化物層、炭酸化物層および炭窒酸化物層のうちの１層または２層以
上のＴｉ化合物層からなり、０．１～２０μｍの合計平均層厚を有する下部層が存在する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の表面被覆切削工具。
【請求項７】
　前記複合窒化物または複合炭窒化物層の上部に、少なくとも酸化アルミニウム層を含む
上部層が１～２５μｍの合計平均層厚で存在することを特徴とする請求項１乃至請求項６
のいずれかに記載の表面被覆切削工具。
【請求項８】
　前記複合窒化物または複合炭窒化物層は、少なくとも、トリメチルアルミニウムを反応
ガス成分として含有する化学蒸着法により成膜することを特徴とする請求項１乃至請求項
７のいずれかに記載の表面被覆切削工具の製造方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、前記知見に基づいてなされたものであって、
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「（１）　炭化タングステン基超硬合金、炭窒化チタン基サーメットまたは立方晶窒化ホ
ウ素基超高圧焼結体のいずれかで構成された工具基体の表面に、硬質被覆層が設けられた
表面被覆切削工具において、
（ａ）前記硬質被覆層は、平均層厚１～２０μｍのＴｉとＡｌの複合窒化物または複合炭
窒化物層を少なくとも含み、組成式：（Ｔｉ１－ｘＡｌｘ）（ＣｙＮ１－ｙ）で表した場
合、前記複合窒化物または複合炭窒化物層のＡｌのＴｉとＡｌの合量に占める平均含有割
合ＸａｖｇおよびＣのＣとＮの合量に占める平均含有割合Ｙａｖｇ（但し、Ｘａｖｇ、Ｙ
ａｖｇはいずれも原子比）が、それぞれ、０．６０≦Ｘａｖｇ≦０．９５、０≦Ｙａｖｇ
≦０．００５を満足し、
（ｂ）前記複合窒化物または複合炭窒化物層は、ＮａＣｌ型の面心立方構造を有する複合
窒化物または複合炭窒化物の相を少なくとも含み、
（ｃ）また、前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、電子線後方散乱回折装置を
用いて、複合窒化物または複合炭窒化物層内のＮａＣｌ型の面心立方構造を有する個々の
結晶粒の結晶方位を、前記複合窒化物または複合炭窒化物層の縦断面方向から解析した場
合、工具基体表面の法線方向に対する前記結晶粒の結晶面である｛１１１｝面の法線がな
す傾斜角を測定し、該傾斜角のうち法線方向に対して０～４５度の範囲内にある傾斜角を
０．２５度のピッチ毎に区分して各区分内に存在する度数を集計し傾斜角度数分布を求め
たとき、０～１０度の範囲内の傾斜角区分に最高ピークが存在すると共に、前記０～１０
度の範囲内に存在する度数の合計が、前記傾斜角度数分布における度数全体の４５％以上
の割合を示し、
（ｄ）前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、該層の縦断面方向から観察した場
合に、複合窒化物または複合炭窒化物層内のＮａＣｌ型の面心立方構造を有する個々の結
晶粒の平均粒子幅Ｗが０．１～２．０μｍ、平均アスペクト比Ａが２～１０である柱状組
織を有し、
（ｅ）また、前記複合窒化物または複合炭窒化物層の前記ＮａＣｌ型の面心立方構造を有
する個々の結晶粒内に、組成式：（Ｔｉ１－ｘＡｌｘ）（ＣｙＮ１－ｙ）におけるＴｉと
Ａｌの周期的な組成変化が該結晶粒の＜００１＞で表される等価の結晶方位のうちの一つ
の方位に沿って存在し、周期的に変化するｘの極大値の平均と極小値の平均の差Δｘが０
．０３～０．２５であることを特徴とする表面被覆切削工具。
　（２）　前記複合窒化物または複合炭窒化物層中のＴｉとＡｌの周期的な組成変化が存
在するＮａＣｌ型の面心立方構造を有する結晶粒において、ＴｉとＡｌの周期的な組成変
化が該結晶粒の＜００１＞で表される等価の結晶方位のうちの一つの方位に沿って存在し
、その方位に沿った周期が３～１００ｎｍであり、その方位に直交する面内でのＡｌのＴ
ｉとＡｌの合量に占める含有割合ＸＯの変化は０．０１以下であること特徴とする（１）
に記載の表面被覆切削工具。
　（３）　前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、Ｘ線回折からＮａＣｌ型の面
心立方構造を有する結晶粒の格子定数ａを求め、前記ＮａＣｌ型の面心立方構造を有する
結晶粒の格子定数ａが、立方晶ＴｉＮの格子定数ａＴｉＮと立方晶ＡｌＮの格子定数ａＡ

ｌＮに対して、０．０５ａＴｉＮ＋０．９５ａＡｌＮ≦ａ≦０．４ａＴｉＮ＋０．６ａＡ

ｌＮの関係を満たすことを特徴とする（１）または（２）に記載の表面被覆切削工具。
　（４）　前記複合窒化物または複合炭窒化物層は、ＮａＣｌ型の面心立方構造を有する
ＴｉとＡｌの複合窒化物または複合炭窒化物の単相からなることを特徴とする（１）乃至
（３）のいずれかに記載の表面被覆切削工具。
　（５）　前記複合窒化物または複合炭窒化物層について、該層の縦断面方向から観察し
た場合に、複合窒化物または複合炭窒化物層内のＮａＣｌ型の面心立方構造を有する個々
の結晶粒からなる柱状組織の粒界部に、六方晶構造を有する微粒結晶粒が存在し、該微粒
結晶粒の存在する面積割合が３０面積％以下であり、該微粒結晶粒の平均粒径Ｒが０．０
１～０．３μｍであることを特徴とする（１）乃至（３）のいずれかに記載の表面被覆切
削工具。
　（６）　前記工具基体と前記ＴｉとＡｌの複合窒化物または複合炭窒化物層の間に、Ｔ
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ｉの炭化物層、窒化物層、炭窒化物層、炭酸化物層および炭窒酸化物層のうちの１層また
は２層以上のＴｉ化合物層からなり、０．１～２０μｍの合計平均層厚を有する下部層が
存在することを特徴とする（１）乃至（５）のいずれかに記載の表面被覆切削工具。
　（７）　前記複合窒化物または複合炭窒化物層の上部に、少なくとも酸化アルミニウム
層を含む上部層が１～２５μｍの合計平均層厚で存在することを特徴とする（１）乃至（
６）のいずれかに記載の表面被覆切削工具。
　（８）　前記複合窒化物または複合炭窒化物層は、少なくとも、トリメチルアルミニウ
ムを反応ガス成分として含有する化学蒸着法により成膜することを特徴とする（１）乃至
（７）のいずれかに記載の表面被覆切削工具の製造方法。」
に特徴を有するものである。
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